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問　題・目　的

　不安症とは，過剰な恐怖および不安と，それ
に関連する行動の障害特徴を持つ精神疾患の 1

つであり，その下位分類として，分離不安症，
選択性緘黙，限局性恐怖症，社会不安症，パ
ニック症，広場恐怖症，全般不安症，物質・医
薬品誘発性不安症がある（American Psychiatric 
Association, 2013）。また，不安症の生涯有病率
は 6.9 ％であり（川上，2006），早期発症や，
うつ病などの併発によって重症となりやすいこ
とが指摘されている（貝谷・土田・巣山・兼
子，2013）。そのため，不安症の治療・予防の
ためにも，不安症患者の特徴を明らかにする必
要がある。
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要　約
　本研究は，特性不安の高さとストレス負荷の要因が記憶に及ぼす影響を検討することを目的とした。
実験に参加した大学生 55名のうち 28名はストレス負荷課題として，ビデオカメラの前でスピーチと計
算問題を行い，27名はコントロール課題を実施した。各課題を実施した後，記憶課題を実施した。分
散分析の結果，ストレス負荷課題を実施した参加者はその後の記憶課題において，脅威語の再生成績が
高いことが示された。一方，特性不安の高さと記憶課題での再生する単語の種類との間には直接的な関
連性は示されなかった。しかし，特性不安とストレス得点との間に中程度の正の相関が認められた （r = 
.44, p < .05）。本研究の結果から，ストレス負荷が記憶に影響を及ぼしていることが示唆されたが，特性
不安の高さの影響も完全には否定できず，今後ストレス負荷課題の操作を改善し，更なる検討が必要で
あると考えられる。
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　この不安症患者の特徴に関して，認知的情
報処理過程から検討された研究が数多くある
（Clark, 1999）。その中で，不安症患者は脅威情
報の記憶成績が良いという記憶バイアスが見ら
れることが指摘されている（Coles & Heimberg, 
2002）。不安症患者が新しい環境を脅威と評価
しやすいことや，その場からの回避行動を取り
やすいことに記憶バイアスが関連している可能
性が指摘されている（Brewin, 1989）。また，脅
威情報の記憶成績が良いという記憶バイアスに
関しては，臨床群だけでなく，健常者でも特性
不安の高い者（以下，高不安者）にも確認され
ている（Mitte, 2008）。例えば，高不安者は特
性不安の低い者（以下，低不安者）よりも自身
に関連した脅威情報の再生成績が良いことが示
されている（Reidy & Richards, 1997）。
　ところで，記憶処理を行うときには，一般に
記憶処理を行う時の心身の状態が処理成績に影
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響を及ぼしている事が指摘されている（Bower, 
1981; 藤原・岩永・生和 , 2007）。たとえば，ス
トレスフルな状態におかれていると，情動を喚
起させる単語の記憶成績が高いことや（Jelici, 
Geraerts, Merckelbach, & Guerrieri, 2004），
ニュートラル情報の記憶成績が低下する事が指
摘されている（Smeets, Jelicic, & Merckelbach, 
2006）。さらに，林・丹野（2012）の研究では，
高不安者はストレス負荷の有無によって記憶成
績に差が見られるが，低不安者はストレス負荷
の有無による記憶成績の差が見られないことが
示されている。したがって，高不安者の記憶バ
イアスの検討を行う際に，個人の不安特性だけ
でなく，記憶処理時の状態の要因についても同
時に検討する必要がある。
　なお，記憶バイアスを測定する際，Reidy & 
Richards（1997）は，ネガティブな意味を持つ
ことに加えて，感情を強く喚起する単語を脅威
刺激としている。本研究においても，脅威刺激
を設定する際に，その刺激の意味がネガティブ
であるという感情価の次元に加えて，その刺激
が持つ感情喚起の程度も刺激選定の際の指標
にする必要があると考えられる。樋上・藤田・
兼子・巣山・伊藤・佐藤・松元・鈴木（2015）
は，感情喚起の程度を情動性と定義して，漢字
二字熟語の調査を行った。本研究では，樋上他 
（2015）の調査した単語リストの中の漢字二字
熟語を実験刺激として使用した。
　本研究では，特性不安とストレス負荷の要因
が記憶に及ぼす影響を検討することを目的とし
た。なお，本研究の仮説は以下の通りである。
ストレス負荷を受けた高不安者は，統制条件の
高不安者やストレス負荷条件および統制条件の
低不安者と比較して，情動性の高いネガティブ
語の再生成績が有意に高い。

方　法

実験参加者
　本研究では，実験に先立ち 4年制私立大学の
大学生 280名に STAI日本語版（清水・今栄 , 
1981）への回答を求めた。そこで得られた平均
得点と標準偏差（M = 49.25, SD = 8.21）を基
準に，対象者のうち平均得点 ＋ 0.5 SD（54点）
以上の者を高不安者，平均得点 － 0.5 SD（45
点）以下の者を低不安者とした。質問紙に回答
を行った 280名の中から，高不安者 25名（男
性 9名，女性 16名，平均年齢 19.76歳，SD = 
1.48），低不安者 30名（男性 8名，女性 22名，
平均年齢 20.67歳，SD = 1.42）の計 55名が個
別に実験に参加した。
調査・実験素材
（１）個人の特性不安の測定
　STAI日本語版（清水・今栄，1981）を使用
した。この尺度は，その時の不安状態（状態不
安）を測定する項目とその個人の不安になりや
すい傾向（特性不安）を測定する項目の計 40

項目を 4件法で回答する構成されている。本研
究では , 特性不安を測定する 20項目を使用し
た。なお，STAI日本語版は，清水・今栄（1981）
によって信頼性と妥当性が確認されている。
（２）主観的ストレス反応の測定
　Temporary Mood Scale（TMS； 徳 田，2007）
を使用した。この尺度は「活気」「疲労」「怒
り̶敵意」「抑うつ」「緊張̶不安」「混乱」の
6つの下位尺度からなり，各下位尺度 3項目の
計18項目で構成されている。回答形式は「まっ
たく当てはまらない」から「非常に当てはま
る」の 5件法であった。6つの下位尺度のうち，
活気以外の 5尺度の得点の合計点から活気得点
を引いた総得点をストレス得点とした。なお，
TMSは，徳田（2010, 2011）によって信頼性と
妥当性が確認されている。
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（３）ストレス負荷課題
　ストレス負荷条件に振り分けられた参加
者は，ストレス負荷課題として，Trier Social 
Stress Test（TSST；Kirschbaum, Pirke, & 
Hellhammer, 1993）が課された。この課題では，
10分間の準備時間が与えられた後，ビデオカ
メラの前で 5分間自己の長所など をアピ ールす
る自己 PR課題と，1022から 13を連続的に減
算する口頭の暗算課題を 5分間行った。なお，
ストレス負荷条件では，課題実施時にビデオカ
メラを設置し，これらの課題でのパフォーマン
スは今後の分析で使用されますと教示を行っ
た。なお，実際の撮影は行われなかった。
（４）コントロール課題
　統制条件に割り振られた参加者は，実験場面
にさらされることよる実験場面への馴れの要因
を統制するために，ストレス負荷を生じないコ
ントロール課題をストレス負荷課題と同様の時
間行った。コントロール課題では，9×9のマス
に数字が記入された用紙を用いた。参加者はこ
の用紙に，あるルールに従って 1から 9の数字
を記入することが求められた。
（５）記憶課題
　PC画面中央に呈示された注視点を 500 ms 呈
示した後，単語刺激をランダ ムに 2000 ms 呈
示した。30 語の単語刺激の呈示と再生を 1試
行とし，合計 2試行実施した。記憶課題の刺激
には，樋上他 （2015）の単語リストにある漢字
二字熟語を使用した。漢字二字熟語には，情動

性の高いネガティブ語（ネガティブ H）5語，
情動性の低いネガティブ語（ネガティブ L）5

語，情動性の高いポジティブ語（ポジティブ H）
5語，情動性の低いポジティブ語（ポジティブ
L）5語，ニュートラル語 10 語を選定した。素
材として実験に使用した単語は，以下の Table 
1に示した。
実験手続き
　参加者は，実験への協力に同意した後，TMS 
（time 1）に回答を行った。TMSへの回答後，
ストレス負荷条件の参加者はストレス負荷課
題，統制条件の参加者はコントロール課題を
行った。各課題終了後，TMS（time 2）に回答
を行い，引き続き記憶課題を行った。記憶課題
終了後，参加者は計算課題を 5分間行った。計
算課題終了後，参加者が用紙に思い出せる限り
記憶課題の単語を書き出す遅延再生テストを
行った。遅延再生テスト終了後，実験に関する
デブリーフィングを行い，実験の真の内容を伝
えるとともに，データの使用の許可を確認し
た。実験の所要時間は 50分程度であった。
データ分析
　本研究では，ストレス負荷条件に適切にスト
レス負荷がかかっているかを検討するために，
特性不安（高不安，低不安），ストレス負荷（ス
トレス負荷条件，統制条件），測定回数（time 1，
time 2）を独立変数，TMSより算出したストレ
ス得点を従属変数とした 3要因分散分析を行っ
た。次に，漢字二字熟語の合計再生数につい
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て，各条件について差が見られるのかを検討す
るために，特性不安 （高不安，低不安），スト
レス負荷 （ストレス負荷条件，統制条件）を独
立変数，遅延再生テストでの合計単語再生数を
従属変数とした 2要因分散分析を行った。その
後，高不安者のストレス負荷条件において，脅
威語としたネガ ティブ  H の再生成績について，
他の条件とに違いが 見られるのかを検討する
ために，特性不安（高不安，低不安），ストレ
ス負荷（ストレス負荷条件，統制条件），記憶
課題に用いる刺激の種類（ネガティブ H，ネガ
ティブ L，ポジティブ H，ポジティブ L，ニュー
トラル）を独立変数，遅延再生テストで の記憶
成績を従属変数とした 3要因分散分析を実施し
た。
倫理的配慮
　本研究は，個別の実験室実験であり，実験者
は個人情報の取り扱い，不快感を感じた時には
いつでも実験を中断出来ることを実験実施前に
説明し，実験参加の同意が得られた者にのみ実
験を実施した。なお，本実験は南山大学におけ
る「人を対象とする研究」の倫理審査の承認を
得て実施した（承認番号 13F-021）。

結　果

　本研究より得られた，各条件におけるストレ
ス得点の平均点および記憶課題の再生成績を
Table 2に示した。
実験操作の確認
　本研究の実験操作の妥当性を確認するため
に，特性不安（高不安，低不安），条件（スト
レス負荷条件，統制条件），測定時間（time 1, 
time 2）を独立変数，ストレス得点を従属変数
とした 3要因混合計画の分散分析を行った。そ
の結果，条件と測定時間の交互作用が有意で
あり（F（1, 51）= 19.43, p < .01, partial η 2 = 
.28），Time 2 の得点において，ストレス負荷条
件は，統制条件と比較してストレス得点が有
意に高かった（p < .01）。また，特性不安の主
効果が有意であり（F（1, 51）= 5.56, p < .05, 
partial η 2 = .10），高不安者は低不安者よりス
トレス得点が高いことが示された（p < .05）。
以上の結果から，本研究の実験操作は妥当で
あったと考えられる。また，特性不安の主効果
が認められた事から，STAI得点と time 1のス
トレス得点との間の相関を求めた結果，中程度
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の正の相関が得られた （r = .44, p < .05）。
記憶成績と個人差との関係
　各条件における遅延再生テストでの平均再生
単語数に違いが見られるのかを確認するため
に，特性不安（高不安，低不安），ストレス負
荷（ストレス負荷条件 , 統制条件）を独立変数，
単語再生数を従属変数とした 2要因の分散分析
を行った。その結果，特性不安およびストレス
負荷の要因による主効果や交互作用は認めら
れなかった（特性不安：F（1, 51）= 0.20, p = 
.65；ストレス負荷：F（1, 51）= 1.84, p = .18；
交互作用：F（1, 51）= 0.26, p = .61）。以上の
結果から，単語の再生成績については不安やス
トレス負荷による差は見られなかった。
特性不安およびストレス負荷が各感情価の記憶
成績に及ぼす影響
　単語の属性によって各条件の遅延再生テスト
の成績の違いを確認するために，特性不安 （高
不安，低不安），条件（ストレス負荷条件，統
制条件），単語の種類（ネガティブ H，ネガティ
ブ L，ポジティブ H，ポジティブ L，ニュート
ラル）を独立変数，各属性語の再生割合を角変
換した値を従属変数とした 3要因混合計画の分
散分析を行った。その結果，条件と単語の種類
の交互作用が確認され（F（4, 204）= 2.69, p < 
.05, partial η 2 = .05），ストレス負荷条件はネ

ガティブ Hの再生成績が統制条件よりも有意
に高いことが示された （p < .05; Figure 1参照）。
特性不安による主効果および交互作用は確認さ
れなかった。

考　察

　本研究の目的は，特性不安とストレス負荷が
記憶に及ぼす影響について検討することであっ
た。そのため，対象者を高不安者と低不安者に
分け，ストレス負荷課題を実施する条件とコン
トロール課題を行う条件を設定し，記憶課題の
再生成績を分析した。その結果，特定不安の高
さに関わらず，ストレス負荷条件は統制条件よ
りも脅威語の再生成績が高いという結果が得ら
れた。そのため，本研究での仮説「ストレス負
荷を受けた高不安者は，統制条件の高不安者や
ストレス負荷条件および統制条件の低不安者と
比較して，脅威情報であると想定される情動性
の高いネガティブ語の再生成績が高い」は支持
されなかった。 
　ストレス負荷条件の参加者が，脅威語の再生
成績が高かった理由については，Bower（1981）
の気分一致効果を反映した結果であると考えら
れる。気分一致効果とは，情報を処理するとき
の気分状態と一致する情報を記憶されやすいこ
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とと定義される（Bower, 1981）。本研究でスト
レス反応の指標として用いた TMSは，「抑う
つ」や「緊張－不安」などのネガティブ感情を
測定する下位因子の総得点から「活気」という
ポジティブ感情の得点を引くことでストレス得
点を算出するものであった。したがって，本研
究でのストレス負荷の中には，ネガティブ感情
の喚起も操作に含まれていたといえる。そのた
め，ストレス負荷条件の参加者は，ストレス負
荷課題を実施後，ネガティブな感情が強く喚起
されたことで，その状態に一致する情報として
脅威語への処理が活性化したと考えられる。こ
れらのことから，従来の研究で高不安者に見ら
れると考えられた記憶バイアスは，特性不安自
体の要因ではなく，ストレス負荷によってネガ
ティブ感情が喚起されて生じた気分一致効果で
あった可能性が示唆された。
　しかしながら，本研究と同様の手続きをとっ
ていた林・丹野（2012）の研究では，ストレス
負荷を受けた場合，ネガティブ語の再生成績が
ニュートラル語の再生成績よりも高くなる現象
は，高不安者のみに見受けられた。本研究と
林・丹野（2012）の相違点として，ストレス負
荷課題の実施時間が挙げられる。本研究では，
Kirschbaum et al.（1993）に従い，合計 20分間
ストレス負荷課題を実施したのに対して，林・
丹野（2012）は，11分（自己 PRの準備時間 5

分，自己 PR課題 3分，暗算課題 3分）に短縮
して行っている。そのため，本研究は，林・丹
野（2012）と比較して，ストレス負荷課題のス
トレス負荷が大きかったといえる。この点をふ
まえると，課されるストレス負荷が強すぎたた
めに，高不安者だけではなく，低不安者におい
てもネガティブ感情が喚起され，気分一致効果
により記憶バイアスが生起した可能性が考えら
れる。以上のことから，記憶バイアスに対する
特性不安の高さの影響は完全には否定できず，
今後ストレス負荷課題の操作を改善し，更なる

検討が必要であると考えられる。
　しかし，本研究の結果では，ストレス負荷が
記憶の何に影響を及ぼしているのかまでは明ら
かとされていない。記憶過程には，情報を覚え
る符号化，覚えた情報を留めておく保持，覚え
た情報を思い出す検索の 3つの過程があること
が指摘されている（多鹿，1988）。今後，スト
レス負荷やネガティブ感情の喚起が，記憶過程
の何に作用しているのかを明らかとすることが
必要となる。
　本研究の限界点として，刺激として有意味語
を用いた点が挙げられる。上田（2011）は，高
不安者は実験者がニュートラルだと想定してい
るような情報を脅威，あるいはネガティブな意
味と判断して処理している可能性があると指摘
している。したがって，本研究では高不安者が
低不安者よりも脅威情報の再生成績という結果
が得られなかったものの，高不安者の中には自
身にとって脅威的な情報を多く想起している者
もいた可能性がある。そのため，刺激評価にお
ける個人差要因を統制した手続きで検討するこ
とが今後望まれる。
　これまで，記憶や注意などの情報処理過程が
思考などの意識的な認知過程と相互に影響して
いることが指摘されている（上田 , 2011）。脅
威情報への選択的な情報処理が維持されている
ことは，ネガティブな思考を増強させ，精神的
健康に悪影響を及ぼす可能性が考えられる。本
研究から，記憶バイアスは高不安者に基本的に
見られる特徴ではなく，状態の要因が影響して
いる可能性が示唆された。したがって，ストレ
スを軽減する働きかけによって，脅威情報への
選択的な記憶処理を防ぐことが出来る可能性が
あり，今後さらなる検討を行なう必要がある。
そのためにも，今後の高不安者の認知過程の特
徴を検討する際には状態要因についても十分に
統制した検討が望まれる。
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Abstract

　The purpose of this study was to examine if trait anxiety and acute stress affect memory. 

Students were assigned to the stress condition, which comprised a free speech task followed by a 

mental arithmetic task （n = 28）, or control condition （n = 27）. After completing an anxiety scale, 

the participants were exposed either to a stressor or non-stressful task, following which they 

took a memory test. The result showed that acute stress improved threat information processing. 

Further, trait anxiety and memory performance were not related; however, trait anxiety and acute 

stress were positively correlated （r = .44, p < .05）. Although acute stress has been suggested 

to affect memory, the influence of trait anxiety cannot be completely denied. Therefore, it is 

essential to further examine the infl uence of acute stress.

Key words:  trait anxiety, memory bias, acute stress
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